
冬期に収穫した飼料作物のサイレージ調製法

[要約］飼料作物を蚤塑にサイレージ調製する場合は、低温、無予乾条件での発酵

となるため、乳酸の生成は少なくなる．しかし、保存状態は良く、良質なサイレージ

が得られる。また、調製に当たって糖を添加する必要はない。一
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［背景・ねらい］

最近諺早期水稲の作付け面積が定着化してきているが、栽培期間が４月（田植え）から

８月（収穫）までであるため、早期水稲跡地は既存の作付体系では利用が困難である。早

期水稲跡地の有効利用には飼料作物の晩夏播栽培が適しているが、晩夏播栽培した飼料作

物の冬期におけるサイレージ調製技術は確立されていない。このため、冬期に収穫した飼

料作物の低温、無予乾条件でのサイレージ調製及び発酵品質について検討する。

［成果の内容・特徴］

①冬期に無予乾で調製したサイレージは高温下の夏期に調製したサイレージと比較すると、

乳酸の生成が少なく、ＰＨもあまり低下しないが、酪酸の生成はみられず、良質なものが

得られる（表２）。

②冬期に調製したサイレージは、糖の添加による発酵品質の向上効果はみられず、糖を添

加する必要はない（表３）。

③二条大麦、エンバク及びイタリアンライグラス・エンバク混播の各草種は不良発酵の目

安としてのＶＢＮ（揮発性塩基態窒素）／全Ｎ比が低く、冬期サイレージの材料草として

適している（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①この成果は、早期水稲跡地で飼料作物を晩夏播栽培した場合の、冬期のサイレージ調製

に活用できる。

②貯蔵施設は簡易サイロ（ｉＯｍ３規模のスタックサイロなど）が利用できる。なお、早

期に密封し、排汁装置を設置すること。

③冬期に調製したサイレージは気温が上昇する４月頃までの短期保存とし、開封後は早期

に利用する。
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表１サイレージ材料草と調製、開封時期

混播

刈取ステージ播種日調製日開封日草種

注)錯圭識灘蓑暑符号剛%水準､小文字異符号帥

二条大麦「ワセドリ」乳熟期3.9.54.1.204.2.26
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表３冬期サイレージヘの糖添加と発酵品質（平成３～４年）

注）サイロは２リットルのボリ容器を使用

表２サイレージの保存条件と発酵品質（平成８～４年）
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